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研究成果の概要（和文）：　本研究では、華南海域の港湾都市を対象として、その成立・変容・再編の過程を都市空間
や建築に着目しながら、現地調査にもとづき明らかにした。明代以降の華南海域における港湾都市の成立には、14世紀
後半に整備された軍事拠点が都市建設の契機になっていることを見出すとともに、租界の形成は既成の市街に制約を受
けながら展開したことが明らかになった。そして、民国期の都市改造事業は、1920年代後半以降に広州で樹立された国
民政府が中国を統一していく過程で進められていくことを見出した。

研究成果の概要（英文）：This research focused on the formation, transformation and restructuring of port c
ities around South China Sea. Extensive fieldworks have been done to measure and document architecture and
 urban spaces in these cities. This project has studied the establishment and distribution of towns around
 South China Sea from Ming Dynasty onwards. It revealed a fact that some of the military bases founded in 
the late 14th century have evolved into coastal cities. Their military past and formed urban spaces affect
ed the formation and transformation of foreign settlements that were established in these treaty ports aft
er the First Opium War. It clarified that the municipal reforms were promoted across South China when the 
nationalist government was established in Guangzhou to unify China in the late 1920s.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 華南海域、すなわち福建省および広東省の
沿岸部には、大航海時代、近代を通して育ま
れた港湾都市が多い。そして、それらの港湾
都市は現在でも中国の経済拠点として、重要
な地位を占めている。そのため、これらの港
湾都市の成立、変容、再編、更新の過程を通
時代的に明らかにすることは、今日の中国都
市を理解する上でも欠かせないといえる。 
 しかし、悠久の歴史をもつ中国において、
きわめて新しい時代に位置づけられる明清
代に大きく展開する華南海域の都市研究は、
斯波義信が『中国都市史』（東京大学出版会
2002）で指摘するように、分野を問わず、立
ち後れた領域である。近年になってようやく、
都市社会史の進展に伴い、民国期の広州の都
市改造計画を計画者の視点から扱ったマイ
ケル・シンや、清末から民国期の厦門社会の
変容を題材とした周子峰等の個別都市の研
究成果が現れはじめてきた。とはいえ、これ
らはあくまでも個別都市における社会の一
断面を描き出したに過ぎず、華南海域の都市
の全体像に明らかにするものではない。また、
建築学の分野からは、東南アジアの都市研究
を端緒とする泉田英雄が『海域アジアの華人
街：移民と植民による都市形成』（学芸出版
社 2006）で、東南アジアの華僑・華人の故
郷として福建省の港湾都市である泉州や福
州を取り上げ、居住地の空間構成に言及して
いるが、都市の形成過程を通時代的に明らか
にするには至っていない。 
 こうした状況の中で、これまで専ら華南海
域の港湾都市を対象として研究を進めてき
た申請者が、これまでの一連の研究成果を再
構築するとともに、広東省西部の港湾都市の
調査研究を実施することによって、華南海域
の港湾都市を中国全体の中で総体的に位置
づけることを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の全体構想は、15 世紀頃からはじま
る大航海時代から現在に至る華南海域の港
湾都市を対象として、海域を通じた交流を視
野に入れながら、各港湾都市の成立、変容、
再編の過程を建築史・都市史の観点から明ら
かにするとともに、空間形成に見られる通時
代的な特質及び都市相互の影響を総体的に
解明することにある。具体的には、華南海域
の港湾都市の空間的特質、租界の形成と既存
の都市空間との関係、民国期の都市改造の実
施過程と都市ごとの相違、新中国設立以降の
都市政策と近年の都市再生を明らかにする
ことを目的とする。 
 
(1) 華南海域の港湾都市の空間的特質 
 港湾都市は交易拠点であると同時に、軍事
拠点でもある。この両義性に着目しながら、
軍事施設や港湾施設、さらには商業施設や宗
教施設、住居等が歴史的に積層して成り立つ
都市空間の様相を解き明かすとともに、華南

海域の港湾都市の空間的特質に言及する。 
 
(2) 租界の形成と既存の都市空間との関係 
 建築学からの租界研究では、かつて建築単
体の様式史や技術史を明らかにすることに
主眼が置かれてきた。近年では、厦門のイギ
リス租界における土地の権利関係をイギリ
スの公文書から明らかにした研究も現れて
きた。しかし、これらの研究に欠けているの
は、既存の都市空間との関係性である。本研
究では、建築学に依拠した都市史的な観点か
ら、租界の土地所有や利用形態等を既成の市
街とのかかわりから再考するとともに、租界
に建設された西洋風の建築が既存の都市空
間に与えた影響を明らかにする。 
 
(3) 民国期の都市改造の実施過程と都市ご
との相違 
 福建省や広東省の多くの都市では、民国期
に都市改造が実施され、広幅員の街路が登場
するとともに、街路沿いには街路に迫り出し
た 2 階が 1 階部分にアーケードをかたちづく
る騎楼をもつ建物が並んだ。このような建物
は、中国のみならず、南シナ海を中心に広く
分布していることから、国内外の研究者によ
り研究がなされてきたが、中国国内での展開
過程はきわめて不明瞭である。本研究では、
騎楼をもつ建物の実測調査の成果を基礎と
しながら、各都市における当時の公文書や計
画図も用いて、都市改造の実施過程を明らか
にするとともに、都市ごとの相違を時代背景
や地域性、既存の都市空間とのかかわりから
読み解く。また、都市改造における華僑・華
人との関係も視野に入れながら考察を行う。 
 
(4) 新中国設立以降の都市政策と近年の都
市再生 
 調査研究を通じて、ここ十数年の中国都市
の変貌を見てきたが、近年の都市再開発や都
市再生は歴史的な空間形成と密接にかかわ
っていることを強く感じるようになった。し
かし、これまでの中国都市研究においては、
新中国が設立される 1949 年で時代を区切る
ことが少なくなかった。そこで、社会主義下
の中国において進められてきた都市政策と
歴史的な都市空間の関係性を視野に入れな
がら考察を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、華南海域の港湾都市である厦
門及び周辺の都市、広州、雷州を対象として、
研究目的で掲げた4つのテーマに即して考察
を進めていった。とりわけ、雷州に関しては、
現地にて現存する住居や都市施設の遺構、な
らびにその建築に隣接する街路や敷地等の
周辺環境を含めた都市空間の実測及び聞き
取り調査を実施した。また、華南の港湾都市
の多くは、近代に欧米諸国の租界が形成され
たことにより、欧米諸国の公文書館や図書館
に華南海域の港湾都市の形成にかかわる史



料が少なからず存在する。そのため、欧米諸
国の公文書館や図書館等にて、史料の蒐集を
行った。 
 
(1) 調査の体制と調査成果の整理 
 現地調査では、実測調査の補助として 2名
の大学院生に同行してもらい、最終的に
1/100 程度の縮尺で図面が描けるような精度
で、建築物の平面図・断面図・立面図および
街路や隣接する敷地等の周辺環境を含めた
実測調査を行った。あわせて、古老を探し出
し、建設年代や建設背景、歴史的な空間の使
い方等について、聞き取り調査を実施した。 
 なお、調査成果の整理にあたっては、CAD
と GIS が統合されたソフトである AutoCAD 
MAP 3D を利用した。このソフトを活用するこ
とにより、実測図と衛生画像、GPS データ等
が一元的に管理することが可能となる上、建
築物と街路や街区との関係等、都市空間の特
質を抽出するための空間解析が容易になる。 
 
(2) 衛星画像の活用 
 今日では、様々な資料が WEB 上で公開され
るようになったが、グーグル・アースから衛
星写真が入手可能になったことは、現在の詳
細な地図の入手が非常に困難な中国都市の
研究を進める上できわめて大きい。衛星画像
を入手することにより、都市全体が把握でき
る上、文献史料から明らかな歴史的な遺構の
位置や情報をプロットする等の作業を進め
ることができる。あわせて、現地調査での基
礎地図として活用できる上、調査成果の整理
にも役立てることができる。こうした衛星画
像を活用しながら考察を進めていった。 
 
４．研究成果 
(1) 研究の主な成果 
①華南海域の港湾都市の空間的特質 
 明朝は成立後まもなく、私的な海外渡航や
貿易を禁止する海禁政策をとり、明朝の版図
には「衛・所」と呼ばれる軍事拠点が整備さ
れた（図1）。特に、沿海部の衛・所は、実地
検分にもとづいて立地選定がなされ、海寇の
出没等を契機として一部再編されながらも、
明代、さらには清代を通して中国の海防を担
っていくことになる。沿海部に設置された
衛・所は、多くが南面して海に臨むような場
所に立地し、いずれも城壁に囲まれ、城壁の
周長は衛城が 3 キロメートル程度、所城が 2
キロメートル程度であった。そして、4 つの
城門からなるものが多く、城門と城門を結ぶ
街路が十字型をかたちづくり、城内には衛・
所の役所をはじめ、軍営や弾薬庫等の軍事関
係施設が置かれた。また、海防拠点として重
要となる船舶の停泊地である水寨は、衛・所
の設立当初、衛・所から離れた外海にある島
に設けられていたが、次第に衛・所に近接し
た場所に移されていった。このように軍事的
な機能の集約が進むなかで、衛・所は単に軍
事拠点としてではなく、都市的な性格も帯び

るようになっていく。その事例として福建に
おいては、所の設置後まもなく県城が建設さ
れた詔安県や、県城となることはなかったが、
後に港湾都市として台頭していく厦門等が
挙げられる。つまり、衛・所の設置は、華南
海域における都市建設の契機となったので
ある。 

図 1 福建沿海の衛・所 

 
②租界の形成と既存の都市空間との関係 
 厦門は、明代の所の建設を端緒として、清
代初期には税関が置かれ、華南の重要な交易
都市の一つとなる。軍事拠点としての機能を
充実させていくとともに、対外に開かれた門
戸として、交易にかかわる施設の整備も進め
られていった。その後、19世紀半ばには、イ
ギリス租界が設置されるが、イギリスは既成
の港湾に租界の設置を求めた。交易拠点とし
て既成の港湾の重要性がうかがえるが、そこ
にはすでに市街地が広がっていたことによ
り、海岸線のわずかな土地しか租借できなか
った上、既成の埠頭等に影響を受けながら街
区が形成された（図 2）。租界の敷地割は海岸
線に面して間口が狭く奥に長い短冊状であ
り、個々の敷地内に通路が多く配されていた
ことは、後方に配されたサービス空間を実利
的に利用した結果であるといえる。このよう
に厦門における租界は、面積が非常に限られ
ていたため、外国籍の人々は租界の外側にあ
る民間の土地や建物を購入したり、借りたり
していたことが土地契約文書から読み取れ
る。租界の設置は港湾の発展を牽引していっ
たが、それは港湾の一部の空間であったのに
対して、1920 年代から実施された都市改造は
港湾全体を整備するものであった。 

図 2 厦門の租界（「海後灘全図」をもとに作図） 

 



③民国期の都市改造の実施過程と都市ごと
の相違 
 実測及び聞き取り調査を実施した雷州に
おける騎楼の建設は、1931 年頃のことであり、
幹線道路を拡幅する事業の一環として行わ
れた。そこでは、街路の拡幅は土地建物の所
有者から土地が無償で提供されることで実
現し、あわせて拡幅された街路に沿って騎楼
が設置された（図3）。これにより、街並みは
大きく変化したが、従前の敷地割が再編され
るようなことは起きず、街路に面した従前の
建物を切断したり、改築したりすることで騎
楼が建設されたことが明らかになった。 
 雷州と同時期に騎楼が建設された都市に
厦門が挙げられるが、厦門では 1930 年頃か
ら都市改造に伴う土地収用の方法として、計
画された街路だけでなく、街路沿いの建物の
用地も合わせて収用するという手法がとら
れている。その結果、隣接する住戸で界壁を
共有する建物が登場するとともに、きわめて
統一された街並みがつくりだされた。このよ
うに騎楼の整備に地域差が見られることは、
実際の計画レベルでは地方政府が主導して
いたことを物語っており、各地で様々な手法
が模索されていたことがうかがえる。 
 なお、雷州で騎楼が建設された 1930 年前
後は、華南の多くの都市で騎楼による都市改
造が行われている。この時期の中国の政情を
鑑みれば、1925年に国民政府が広州で樹立さ
れ、1926年から開始された国民政府の北伐に
より中国が統一されていく時期である。つま
り、騎楼の建設は国民政府の施策として実施
された可能性が高いが、それを裏付ける直接
的な史料はまだ見つかっていない。 

図 3 雷州の騎楼 

 
④新中国設立以降の都市政策と近年の都市
再生 
 近年、全世界的にポスト工業社会を迎える

中、中国では産業遺産の利活用による都市再
生が活発化している。とりわけ、注目に値す
るのは、新中国設立（1949 年）以降に建設さ
れた工場等の産業遺産も再生の対象とされ、
単に跡地をクリアランスして新たな都市機
能を整備するのではなく、既存の建築物等の
遺構を積極的に利活用しながら都市再生を
行っていることである。こうした 1950 年代
から 60 年代にかけて建設された建物が評価
されるのは、現政権たる中国共産党の指揮の
もとに建設されたものであるということが、
1953 年に建設された粤中造船廠（広東省中山
市）の跡地を公園として再生した事例等を通
して見出すことができる。同時に、こうした
産業遺産の利活用が全国的に展開している
背景には、「退二進三」という第二次産業を
郊外に移転させ、その跡地にクリエイティブ
産業をはじめとした第三次産業の誘致を進
めるという政策が大きく寄与していること
が明らかになった。なお、新中国設立 10 周
年となる 1959 年には、人民大会堂や国家博
物館等、国の威信をかけて建設されたものが
数多く見られるとともに、地方都市において
も、この時期に建設された建築はデザイン性
が高い上、施工精度も非常に高く、都市のシ
ンボルとなっている建築も少なくない。 
 
(2) 得られた成果の国内外における位置づ
け 
 研究の背景で言及したように、明清代に大
きく展開する華南海域の都市研究は、分野を
問わず、立ち後れた領域である。華南海域の
港湾都市の成立・変容・再編の過程を建築
史・都市史の観点から明らかにすることに主
眼を置いた本研究は、華南海域における明清
代の都市形成や港湾都市の特質を見出した
という点で、中国都市の新たな一面を提示し
たといえる。 
 また、福建省や広東省の多くの都市で見ら
れる騎楼をもつ建物については、従来、中国
国内での展開過程がほとんど明らかになっ
ていなかったが、1920 年代後半に国民政府が
中国を統一していく過程で整備されていっ
たこと、都市ごとに整備手法に差が見られる
ことが、現地調査を通じて明らかになりつつ
ある。このことは、華南海域の都市における
民国期の都市改造を実態に即して解明して
いるという点で大きな意義をもつとともに、
近代中国における都市整備事業の一端を描
き出すことに結びついている。 
 
(3) 今後の展望 
 本研究の今後の課題は、得られた成果を査
読付きの論文や書籍としてまとめることで
ある。 
 また、本研究を推進していくなかで、欧米
諸国の公文書館等に中国の土地契約文書が
多数所蔵されていることが判明した。今後は、
これらの土地契約文書を活用しながら、中国
都市における歴史的な不動産所有のあり方



に言及していきたいと考えている。そこでは、
中国都市における土地建物に対する観念を
明らかにするとともに、土地と建物の関係性
をひもとくことで、中国都市の空間的特質が
描き出されることが期待される。 
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